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ごあいさつ 

こんにちは！ＯＮＥ 

ＳＴＥＰは個別指導

の目標達成塾です。        

未来を作る子どもた

ちが、自分自身の目

標を持って前に進む

姿を、保護者様と一

緒に見守り、時に悩

み、時に笑い、共に喜

ぶ。心を寄せて子ど

もの成長を導いてい

くことが私たちの務

めだと思っていま

す。 

教室を開校して 15年

が経ちおかげさま

で、兄弟姉妹でお通

いいただき、ご家族

とも長いお付き合い

をさせていただける

ようになりました。        

これまでのたくさん

の出会いに感謝し、

お礼の気持ちをこの

地域に還元したい

と、教育情報誌をお

配りしております。       

小さい塾なので、大

きなことはできませ

んが、小さなことこ

そ大切にしている地

域に根差した個別指

導型の学習塾です。 

 はじめの一歩

子どもたち一人ひとりにストーリーがあります！ 

地域密着で教室を長くやっていると通ってくれている子どもたち一人ひとりに、 

ご家庭一つひとつに教室との関わりがありそれぞれにストーリーがあります。 

みんなに特別なことがある訳ではなく毎日・毎回の授業が積み重なって 

ストーリーになっていきます。子どもたちの数だけあるそれぞれのストーリーを 

大切にしています。そんな教室と子どもたちやご家族のストーリーの一つを 

紹介します。お隣のお家のお話かもしれませんし、明日のあなたかもしれません。 

日々の教室での出来事は教室ブログにて紹介もしております♪ブログはこちら⇒ 

目標達成塾 ＯＮＥ ＳＴＥＰ のニュースレター 

課題に追われる日々 

私立高校生に通う Bさんは、学校から毎日のように出される課題に頭を悩ませて 

いました。とにかく口にしていたのが「時間がなくて」という言葉。課題に追われ、毎日のよう

に行われるテスト（小テスト）の勉強もしなければならず、加えて部活もあるので時間がない

というのです。特に課題を終わらせることに苦戦していて、提出はいつも期限ギリギリ。「課題

終わらないんだけど。どうすれば良い？」と助けを求めてきたので、まずは取り組み方から聞

いていきました。 

時間は確保出来てるけど・・・ 

話を聞いてみると寝る間も惜しんで課題に取り組み、時には通学の電車の中でもやっているとの

こと。時間はかけられているんですね。そこまで頑張っているのに、何故期限ギリギリになって

しまうのかというと、B さんは良くも悪くも気が向いたものから手を付けていたんですね。そこ

に優先順位はありません。出来そうだなと思うところからやり始めて、分からなくなったらそこ

で止まっていました。分からないものがどんどん積み重なればやる気も起きませんし、それじゃ

あ課題も終わるはずないですよね。 

そこで教室では課題を確認し、何から手を付けていくべきかを一緒に考えるようにしました。そ

れだけでなく、分からないものをそのままにしないように、塾の授業後に学校の課題の質問も

受け付けるようにしました。 

やるべきことを整理しよう！ 

優先順位をつけて課題に取り組む。分からないものを分からないままにしない。取り組み方を変

えることで、目に見えて課題を進めるスピードがあがりました。今では課題提出も余裕を持って

出来るようになっています。授業後に質問することが当たり前となり、先生を捕まえては質問攻

めをしている B さん。「課題多過ぎ～。大変」と愚痴をこぼしながらも頑張っています♪ 

http://onestep-mtj.com/

